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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
高
齢
社
会
の

実
現
の
た
め
に

わ
が
国
は
、
世
界
各
国
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
熊
本
県
で
は
、
全
国
よ
り
も
さ
ら
に
十
年
早
く
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
総
人
口
に
占
め
る

割
合
を
表
す
高
齢
化
率
は
1
9
・
0
％
（
平
成
八
年
）
で
全
国
で
十
二
番
目
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
各
市
町
村
と
連
携
、
広
い
視
点
で
優
し
い
く
ま
も
と
に
。

県
内
の
各
市
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
老

人
保
健
福
祉
計
画
」
　
を
策
定
し
、
地
域
の

事
情
や
特
徴
を
活
か
し
た
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
県
は
、
各
市
町
村
の
計
画
の
推

進
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
こ
れ

か
ら
の
老
人
保
健
福
祉
施
策
の
在
り
方
を

定
め
た
　
「
熊
本
県
老
人
保
健
福
祉
計
画
」

を
平
成
六
年
に
策
定
、
「
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
」
　
や
　
「
寝
た
き
り
の
予
防
」

「
在
宅
介
護
の
推
進
」
「
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
な
ど
を
中
心
に

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

在
宅
介
護
の
推
進
は
重
要
な
課
題
で
す
。

家
庭
で
の
要
援
護
老
人
（
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
）
　
の
世
話
や
介
護
を
行
う
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
日
数
拡
大
、
二
十
四
時
間
化
な
ど
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常

動
作
訓
練
、
入
浴
や
食
事
な
ど
を
提
供
す

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
要
援
護
老
人
を
一
時

的
に
預
か
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
施
設
の
整
備
、

拡
充
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
家
庭
内
で

介
護
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る

際
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご

相
談
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

か
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

シ
ル
バ
ー
1
1
0
番
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
1
1
0
番
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
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“一人暮らしのお年寄りに夜間の介護を”
ヘルパーの熱意に感動！
女性特派員　田中恵美子さん（熊本市在住）

▲写真中央が田中さん

牛深市では、今年10月から県の補助

を受け、昼間だけでなく、早朝、夜間に

もサービスを提供する、24時間対応巡

回型ホームヘルプサービス事業が始まっ

たということで、早速取材に行ってきま

した。

夜間のヘルパーの仕事は、夕方のミー

ティングに始まり、夜7時30分頃から

専用の軽自動車で介護が必要なお年寄り

のいる家庭を二人一組で巡回します。現

在牛深市では、夜間の利用者は10世帯

です。サービスの内容は、主に排せつの

世話や安否確認ですが、どの家庭でも、

ヘルパーが手際よくお世話をされていま

した。

仕事が終わるのは、遅いときには深夜

になることがあるそうです。

私も一緒にヘルパー車に乗りましたが、

緊迫した状況のなかで、介護に対する熱

意を持って心からお年寄りに接している

ヘルパーの姿勢に頭の下がる思いがしま

した。

牛深市は、人口のおよそ4人に1人が

65歳以上という高齢化のすすんだ市で

す。それだけに、行政の高齢化問題への

対応は積極的でした。また、早朝、夜間

の介護が必要であることを申し出たのは、

むしろヘルパー達だったとの話を聞き、

大変感動しました。

行政と実施主体の社会福祉協議会など

各団体の連携がうまくとれていることと、

ヘルパーの前向きの姿勢があいまって、

生活に密着した事業として稼働している
ように思います。

牛深市で、早朝、夜間介護の体制が始

まって、まだ間もないのですが、

21名のヘルパーが力を合わせて

頑張っている姿が印象的でした。

今後が大変期待できそうです。

今回の取材を通じて、いまが高齢
者福祉の転換期にあるということ

をひしひしと実感しました。

高齢者の介護システムが変わります。
現国会で審議中の介護保険制度についてご説明します。

高齢者を社会全体で支えるための新

しい仕組み「介護保険制度」が現国会

で審議中です。介護保険とはどういう

ものなのか、県民のみなさんがどうい

うサービスが受けられるようになるか

など、介護保険の内容についてご紹介

します。

介護保険は、医療保険などと同じよ

うに、みなさんからの保険料と公費に

よって、介護を必要とする方に必要な

介護サービスを提供する新しいシステ

ムです。

例えば、現在の制度では、要介護者
が受けられる福祉サービスはすべて各

市町村が決定していました。これに対

して、介護保険制度導入後は、介護が
必要かどうかの認定は市町村から受け

る必要がありますが、認定後は、利用

者が自分の意志で自由にサービスを選

べるようになります。

また、民間事業所や団体などの福祉
サービスへの参入も促進され、利用者

はより多くの選択肢を持つことができ

るようになります。

では、介護保険制度導入後に介護

サービスがどのように行われるかを

具体的にみてみましょう。（上図参照）

介護保険制度は、平成12年から

導入される予定です。県では、各市

町村や関係団体と連携を取りながら、

介護保険制度による、高齢者保健・

医療・福祉サービスの充実に取り組

んでいきます。

介護保険制度についてご不明な点

があれば、お住まいの市町村役場か、

県高齢保健福祉課までお気軽にお尋

ね下さい。（お問い合わせ先／熊本

県高齢保健福祉課　096－383－1111
内線7097）

誰が介護保険の対象になる

のですか？

被保険者は65歳以上の方（第一
号被保険者）と40歳～64歳まで
の方で医療保険に加入している
方（第二号被保険者）です。これ
らの方が要介護状態か要介護状
態になる恐れのある場合に保険
給付の対象になります。（40歳
～64歳までの方については、脳
血管障害、初老期痴呆など老化
に伴って生じた要介護状態等に
対し保険給付）

保険料はどのようになるの
ですか？

65歳以上の方については、所得
段階に応じた定額保険料を設定
し、老齢・退職年金などから徴収
します。40歳から64歳までの方
については、それぞれ加入する
医療保険のルールに基づいて金
額を設定し、医療保険料と一括
して徴収します。

サービスを利用したときの

自己負担は？

利用者は、介護サービス料金の
一割を利用時に負担します。施
設に入所する場合は、平均的な
家計において負担する食費の額
が利用者の負担になります。

県事務所、保健所、土木事務所、
教育事務所

●ダムや港などの建設や管理を行う機関

・都呂々ダム管理事務所（苓北町）

・藤本発電所（坂本村）など

●産業や衛生面の試験・検査・研究を行う機関

・保健環境科学研究所（宇土市）

・草地畜産研究所（阿蘇町）など

●病院や福祉施設など

・こころの医療センター（富合町）

・肥後学園（西合志町）など

●高校、大学や専門的なことを学ぶ学校

・消防学校（益城町）

・農業大学校（合志町）など
●県民の皆さんからの相談を受ける機関

・消費生活センター（熊本市）
・福祉総合相談所（熊本市）など

県内に、123の出先機関があります

県
庁
－
。
「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
あ
ま

り
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
い
」
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
庁
の
仕
事
は
、
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
い
ろ
ん
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
出
先
機
関
の
仕
事
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
み
ん
な
の

そ
ば
に
も
県
庁
は
あ
る

っ
て
い
う
お
話
だ
よ
。

ボ
ク
た
ら
の
地
域
に
も

県
庁
が
あ
る
の
。

そ
う
さ
、
県
内
の
各
地
域
に

県
の
出
先
機
関
が
あ
っ
て
、

み
ん
な
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
方

が
み
ん
な
に
と
っ
て
も
便
利
だ
し
、

地
域
を
よ
く
知
っ
て
地
域
の
様
子
に

応
じ
た
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ
。

な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ

ど
ん
な
出
先
機
関

が
あ
る
の
？

話
よ
り
、
県
事
務
所

を
探
検
し
て
み
よ
う
。

職
員
の
人
が
、
市
町
村
の

職
員
の
人
た
ち
と

地
域
づ
く
り
の

打
ち
合
わ
せ
を

し
て
る
み
た
い
だ
ね
。

へ
え
、
い
ろ
ん
な

課
が
あ
る
ん
だ
ね
。

一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

お
や
、
教
育
事
務
所
で
は
、

小
学
校
の
先
生
の
研
修
会
も

や
っ
て
る
よ
。
県
太
の
担
任

の
先
生
も
い
る
か
な
？

あ
っ
、
土
木
事
務
所
の

職
員
の
お
じ
さ
ん
、

ど
こ
へ
行
く
の
？

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

お
父
さ
ん
、
保
健
所
で
は
、

健
康
づ
く
り
や
医
療
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
る
ら
し
い
よ
。

お
父
さ
ん
も
相
談
し
て
み
た
ら
？

県
太
く
ん
の
町
で

作
っ
て
る
橋
の
検
査

だ
よ
。
橋
が
完
成
し

た
ら
、
ぐ
っ
と
便
利

に
な
る
よ
。

楽
し
み
に
し
て
て
ね
。

出
先
機
関
ど
う
し
は
、
災
害

時
は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
だ
ん
か
ら

協
力
し
あ
っ
て
、
住
み
や
す
い

地
域
を
目
指
し
て
仕
事
を

し
て
る
ん
だ
。

今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
県
庁
っ
て

本
当
に
ボ
ク
た
ち
に
身
近

な
ん
だ
ね
。

分
か
っ
て
く
れ
て

う
れ
し
い
よ
、
県
太
。

そ
れ
じ
ゃ
、

み
ん
な
バ
イ
バ
イ

本
庁
も
探
検

し
て
み
よ
う
！

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い
。

新
し
い
庁
舎
（
行
政
棟
新
館
と
警
察
棟
）
も
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
友
達
を
さ
そ
っ
て
、
さ
あ
探
検
だ
！

安全な暮らしを守る情報センターがあるよ。

通信司令室（警察棟） 防災センター
（行政棟新館）

体の不自由な方も気軽に利用できるよう工夫がされているよ。

音声が出る誘導ブロック
（行政棟新館。受付に必要な
機器を用意しています。）

備え付けの車イス
（行政棟本館・新館）

県民の広場はだれでも
自由にくつろげるよ

県庁や県の仕事を紹介する
ビデオも放映されているよ

県民ひろば
（行政棟新館・警察棟）

県民サロン
（行政棟新館）

環境にやさしいいろん
な工夫があるよ。

議会では、熊本をよくするた
めの話し合いが行われるよ

水を地面にしみこませ
る舗装（行政棟本館前）

県議会本会議場
（議会棟本館）
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熊本県と高齢福祉

介護保険Ｑ＆Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

女性特派員リポート

こんな出先機関
があります。 

郡市単位にある出先機関

その他の出先機関の例

県
庁
探
索
マ
ッ
プ

○○事務所総務振興課
税務課
福祉課（福祉事務所）
農業振興室
林務課
耕地課
出納課
農業改良普及センター 

県
庁
っ
て

何
す
る
と
こ
ろ
？ 第5回

申請 市町村窓口

代理申請（代行）

をすることもで

きます。

要介護認定
市町村
調査と主治医の

意見書なとによ

り認定します。

●審査結果に異議がある場合には
不服申し立てができます。

非該当（自立）

該当
（要支援又は要介護）

サービスの提供 在宅サービス 施設サービス

要介護者

要支援者

訪問介護、訪問入浴、訪問・
通所リハビリテーション、

訪問看護、居宅療養管理指導、
日帰り介護、短期入所介護、
痴呆対応型共同生活介護、

有料老人ホーム等におけ
る介謹、福祉用具の賃与．
購入費の支給、住宅改修費（手
すり、段差解消等）の支給

同上（ぬ痴呆対応型共同生活介護を除く。）

●特別養護老人ホーム
●介護老人保健施設
●療養型病床群
●老人性痴呆疾患
療養病棟
●介護力強化病院
（施行後3年間）


